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架け橋期を通じて学びや生活の基盤を
育み、持続可能な社会の創り手となる
力の基礎を育むために

〜日野町保学連携推進計画第３次改定に向けて〜

日野町立日野学園校長 砂流 誠吾
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（２）ワーキンググループでの取組
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〜第３次日野町保学連携推進計画の策定



１．日野町の概要

オリジナルキャラクター「しいたん」

町の鳥「オシドリ」

町の木「スギ」

町の花「ツツジ」

面積  133.98㎢
人口  2,535人
世帯数 1,217世帯
（令和７年11月１日現在）

※日野町HPより転載

日野町の教育
《基本理念》

まちを愛し 未来を創る 人づくり

《教育目標》
ふるさとを愛し 心豊かに
たくましく羽ばたく 日野の子の育成

《めざす子ども像》
◯ふるさと日野町を誇り、地域とつな

がり 未来を創る子ども
◯夢や希望、目標に向かって、主体的

に学ぶ子ども
◯コミュニケーション力、豊かな人間性を持つ子ども
◯心も体も健康で、たくましく生きる子ども



ひのっこ保育所の概要
（１）保育所名 日野町立ひのっこ保育所
（２）所在地 鳥取県日野郡日野町津地６９０
（３）開所年月 平成１７年４月
（４）保育の理念 自分らしく生き抜く力をつちかう
（５）児童数 ４０名   ※令和７年１１月１日現在

（６）保育目標  思い切り遊べる子ども
  自分や友だちを大切にする子ども
  自分の思いが表現できる子ども
  「やってみよう」とする子ども

（７）保育方針  様々な経験を通して自己を発揮し、毎日が楽しいと感じる保育 



日野学園の概要
（１）学校名 日野町立日野学園
（２）所在地 鳥取県日野郡日野町野田２７１
（３）開校年月 令和５年４月
（４）校種  義務教育学校
（５）校訓  向学・友愛・誠実・自主
（６）児童生徒数 １０１名（前期課程７０名、後期課程３１名）
   ※令和８年１月１日現在

（７）学級数 １０学級（うち特別支援学級１学級（前期課程））
（８）教育目標 進んで地域と関わるとともに、自他を尊重し、
      目標を掲げ生き生きと学び活動する児童生徒の育成
（９）学校教育推進の基盤   
   コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的実施
   教育DXの推進



ひのっこ保育所 日野学園の位置
距離：約1.5km
移動にかかる時間：車   3分

徒歩 20分

Google Maps



２．日野町保小連携推進計画（改訂版）

平成17年  黒坂小学校と黒坂保育所とで、「学びの基礎を育むプログラム」策定
     ひのっこ保育所開所
 平成23年  保育所の所管を健康福祉課から教育委員会事務局教育課に移管
     「日野町子ども15年プラン」策定、保小中一貫教育開始
 平成24年  日野町保小連携推進計画策定、アプローチ・スタートカリキュラム開始
 平成28年  日野町教育振興基本計画（第Ⅱ期）策定
 平成29年  幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育
     要領、小学校学習指導要領 改訂
 平成30年  日野町保小連携推進計画（改訂版）策定
     幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の位置付け
 令和３年  日野町教育振興基本計画（第Ⅲ期）策定
 令和５年  義務教育学校「日野学園」開校

日野町における保小連携のあゆみ



日野町保小連携推進計画（改訂版）『保小連携プログラム』

https://www.town.hino.tottori.jp/secure/34229/hosyorenkei.pdf



https://www.town.hino.tottori.jp/secure/34229/hosyorenkei.pdf



https://www.town.hino.tottori.jp/secure/34229/hosyorenkei.pdf



https://www.town.hino.tottori.jp/secure/34229/hosyorenkei.pdf



https://www.town.hino.tottori.jp/secure/34229/hosyorenkei.pdf



３．架け橋期のカリキュラムの必要性
《これまでの取組の反省から》
◯ひのっこ保育所卒園児のほぼ全員が日野学園に入学

→保育所と学校が連携しやすい。
→カリキュラムの目的である「学びの連続による主体的・対話的で深い学びに向

けた資質・能力の育成」をより効果的に実現させることができる。
1. 教育内容の「連続性」の確保
（１）教育観の統一: 保育士と教職員が、幼児・児童にとっての「望ましい育ちの

姿」や「遊びを通した学びの価値」について、より密接に話し合い、共通の
認識を持つ。

（２）「教育内容の接続」: 保育所で育まれた幼児の主体性や非認知能力を、入学後
の生活や学習指導の中で、意識的に引き継ぎ、さらに伸ばしていくための具
体的な計画を立てる。

2. 幼児・児童一人一人の「成長の見通し」の共有
（１）個別的な支援: 幼児の発達段階、興味・関心の傾向、配慮を要する点等の情報



を、保育所から学校へ丁寧に引き継ぐことで、入学直後から児童一人一人
に合ったきめ細やかな指導や環境整備を行う。

（２）「育てたい力」の継承: 保育所での遊びが、学校のどの学びにつながるのかと
いう見通しを共有し、授業で活かす。

3. 「環境のギャップ」の解消
（１）生活様式の変化: 保育所の遊び中心の生活から、学校の時間割と集団行動中心

の生活への移行は、児童にとって大きな環境の変化であり、ストレスである
ことを認識する。

（２）スムーズな適応: このカリキュラムを通じて、教職員は保育所の生活を理解
し、入学当初の学習活動に保育所での遊びの要素を取り入れたり、入学前の
交流活動を計画的に行ったりすることで、幼児・児童の不安を軽減する。

☆架け橋期のカリキュラムは、「幼児・児童がどのように学びを深め、成
長していくか」という教育内容の継続のために必要である。

☆ 「幼児・児童がどのように学びを深め、成長していくか」を、保育士と
教職員とが議論を重ねることで、実践の深化を図る。



☆１つの保育所、１つの学校というメリットを活かした取組案
1. 保育士、教職員による合同研修会
（１）ねらい：幼児教育と学校教育それぞれの教育観、指導法、幼児・児童の発達

理解についての相互理解を深める。
（２）相互授業参観: 教職員が保育所の遊びの様子を、保育士が学校の授業を参観

し、指導の違いや幼児・児童の姿を共有する。
（３）合同研修: 保育士と教職員とが一堂に会して学び合い、共通の教育理念を構築

する。
2. 「幼児・児童の育ち」を焦点化した連携
（１）目的: 入学後の学習や生活の基盤となる、保育所での取組と幼児の育ち及び一

人一人の幼児の特性を丁寧に引き継ぐ。
（２）「保学連携推進シート」の作成と協議：保育所と入学後の実践の様子、幼

児・児童（学級）の育ちについて、保育士と教職員とが直接協議し、それぞ
れの実践の具体について理解し、以後の指導に役立てる。

（３）個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成: 保育所が作成する計画につい
て、保育士と教職員とが直接協議する場を設け、幼児・児童の実態や願いを



詳細に共有する。
3. 「共通の遊び場・学びの場」の設定
（１）目的: 児童が環境の変化を乗り越え、学校への安心感と期待感を高める。
（２）施設の相互活用: 保育所の幼児が、学校の体育館、図書館、校庭、学校畑等を、

保育活動の中で日常的に利用する。
（３）交流学習: 保育所の幼児と学校の児童がチームになり、お互いの施設や近隣の

の自然を利用した共通の遊びや探究活動を、年間を通じて計画的に行う。
4. 1年生とのカリキュラム連携
（１）目的: 入学後も、保育所での「遊び」を維持・発展させる。
（２）生活科と保育活動の合同実践: 生活科の単元と保育所の活動をリンクさせ、合

同で実施する。これにより、教職員は遊びの重要性を再認識し、児童は保育
所での活動が学校でも活かされることを実感できる。

（３）スタートカリキュラム: 入学直後に、保育所で経験した遊びや活動を振り返る
時間を意図的に設け、それが学校の学習にどうつながるのか自覚させる。



保学協働による架け橋期の教育の充実～架け橋期のカリキュラムの作成及び評価の工夫によるPDCAサイクルの確立～

・幼児期は遊びを通して小学校以降の学習の基盤となる芽生えを培う時期であり、小学校においてはその芽生えを更に伸ばしていくことが必要。そのためには、幼児教育と小学校教育を円滑に接続することが重要。
・一方、幼児教育と小学校教育は、他の学校段階等間の接続に比して様々な違いを有しており、円滑な接続を図ることは容易でないため、５歳児から小学校１年生の２年間を「架け橋期」と称して焦点を当て、０歳から18歳までの学
びの連続性に配慮しつつ、「架け橋期」の教育の充実を図り、生涯にわたる学びや生活の基盤をつくることが重要。
・架け橋期の教育を充実するためには、幼保小はもとより、家庭、地域、関係団体、地方自治体等、子どもに関わる全ての関係者が立場を越えて連携・協働することが必要。

以下に記載している内容は、ほぼ「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」より抜粋（一部変更）しています

架け橋プログラムの実施にあたり、関係者で共有し大切にしていきたい視点

〇架け橋期を通じて、未来を担う子どもに学びや生活の基盤を育み、持続可能な社会の創り手となることができる力の基礎を育みましょう
〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、架け橋期はもとより、その前の時期、さらにその後の学びのプロセスの基盤となっていきます
〇全ての子どもの可能性を引き出すため、ウェルビーイングを保障する意識を持ちましょう
〇保学の教育のつながりを意識した活動が、子どもの豊かな体験を生み出し、主体的・対話的で深い学びの実現につながります
〇保育士、教員が、気軽に話し合える関係を構築し、対話を大切にするとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて協働して取り組み、発信しましょう
〇全ての保育士、教員が関わるプロセスや、組織的な体制づくりを大切にし、接続に関する取組を年間計画に位置付け、持続的・発展的な取組を目指しましょう
〇形式的な取組とならないよう、家庭や地域も一緒に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、子どもの姿を起点に話し合いを深めましょう

架け橋プログラムのねらい

〇幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校1年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育と学校教育の関係者が連携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあ
たることを推進
〇３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理解を促し、教育方法の改善に生かしていくことができる手立てを普及
〇架け橋期に保育士が行っている環境の構成や子どもへの関わり方に関する工夫を見える化し、家庭や地域にも普及
〇幼児期・架け橋期の教育の質保障のための枠組みを構築し、データに基づくカリキュラム・教育方法の改善を促進

架け橋期のカリキュラム開発のイメージ

◆開発主体 架け橋期のカリキュラム開発会議を構成
◆開発方法 開発会議において、手引き（初版）や参考資料（初版）を活用しつつ開発。架け橋期のカリキュラムを踏まえつつ教育課程編成・のカリキュラムを改善
◆開発内容 架け橋期のカリキュラム、架け橋期のカリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活用等の開発



架け橋期のカリキュラム開発会議

【構成員】
・ひのっこ保育所長、担当保育士
・日野学園校長、担当教員
・教育委員会事務局、健康福祉課
・大学教員
・ひのっこ保育所保護者会代表、日野学園PTA代表
・学校運営協議会会長、家庭支援チーム代表
・有識者

【取組内容】
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）、参考資料（初版）を活用しつつ、
・架け橋期のカリキュラムの開発
・カリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活用等の開発
・持続的・発展的な架け橋期のカリキュラムに必要な支援

めざす方向性

〇架け橋期のカリキュラムについては、保学が協働し、共通の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化できるよう、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を目指す資質・能力
を視野に入れながら策定できるよう工夫する。そして、保育士、教員が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。

〇取組全体を通じて、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、所長・校長のリーダーシップと町教委の支援の下、保育士と教員が、子どもの育ちを中心に据えた対話を通して相互理解・実
践を深めていく。

進め方

進め方は、 「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」（P15〜P20）を参考とする。
〇フェーズ１ 基盤づくり （令和5年度）
〇フェーズ２ 検討・開発 （令和6年度）
〇フェーズ３ 実施・検証 （令和7年度）
〇フェーズ４ 改善・発展サイクルの定着（令和8年度）〔日野町教育振興基本計画【第Ⅳ期】開始〕

経費（予算）

〇開発会議委員報酬   （令和5年度〜令和8年度）
〇研修会講師謝金等   （令和5年度〜令和8年度）
〇教材開発、環境整備にかかる経費 （令和6年度〜令和8年度）
〇印刷製本費    （令和7年度）

※「架け橋期のカリキュラム開発会議」事業説明資料（令和5年8月作成）



４．架け橋期のカリキュラム開発の実際
（１）架け橋期のカリキュラム開発会議での議論

《開発会議委員》
鳥取大学教授（委員長）
元特別支援学校教員
日野学園学校運営協議会会長
日野町家庭教育支援チーム代表
ひのっこ保育所保護者会代表
日野学園PTA代表
日野町健康福祉課保健師
ひのっこ保育所所長
ひのっこ保育所担当保育士
日野学園校長
日野学園担当教員

《アドバイザー》
西部教育局幼児教育担当指導主事
西部教育局保育・幼児教育専門員

《事務局》
日野町教育委員会教育長
日野町教育委員会事務局教育課長

〃 担当指導主事
〃 保育担当主任



《開発会議の経緯》
年・月 内容

令和５年１２月

令和５年度第１回開発会議
・アプローチカリキュラム、スタートカリキュラムの実施状況、幼児・児童の変容および課題
・日野町における保小研修の内容、参加状況及び課題
・目指す方向性

令和６年２月
令和５年度第２回開発会議
・日野町の育てたい４つの力 ※日野町学びの基礎を育むプログラム

令和６年６月

令和６年度第１回開発会議
・架け橋期にめざす子ども像と育みたい力
・保学連携の視点
・架け橋期のカリキュラム（全体計画）記載事項

令和６年１０月
令和６年度第２回開発会議
・架け橋期のカリキュラム（５歳児）

令和７年２月
令和６年度第３回開発会議
・架け橋期のカリキュラム（１年生）

令和７年６月

令和７年度第１回開発会議
・架け橋期のカリキュラム（１年生）
・スタートカリキュラム実施状況と課題等

令和７年１０月
令和７年度第２回開発会議
・スタートカリキュラム単元等配当表
・架け橋期のカリキュラム（５歳児）実施状況



《架け橋期のカリキュラム》
◯期待する（めざす）子ども像 ※日野町学びの基礎を育むプログラム「育てたい４つの力」を踏まえて

・心と体がいきいきしている子
・自分の思いを表現する子
・自分もまわりの人も大切にする子
・夢中になってやりきる子

◯学びのプロセス
・（５歳児）過去の体験やつながり・遊びの中での気づき：今までの体験をきっ

かけに興味・関心を広げ、いろいろなことに気づき、発見すること
を楽しむ。また、その気づきから「なんでだろう」という好奇心を
育て「知る」ことを楽しむ。

・（１年生）自覚的な学び：学ぶことへの意欲をもち、各教科の学習内容につい
て授業を通して個別の学習活動や協働的な学習活動をし、学んでい
く。



◯保育所で展開される保育内容・活動（５歳児）
・学校との関連活動を明示

◯生活科を中心とした各教科等の単元構成等（１年生）
・保育所との関連単元を明示

◯指導上の配慮事項
・保育士、教師等の関わり
・環境の構成、環境づくり
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明示（５歳児）

《スタートカリキュラム》
◯架け橋期のカリキュラムが基盤

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をつなぐ。
◯期間；保育所から学校へ、幼児・児童の集団がほぼ変わらないことから、10日

間のカリキュラムとする。
◯この期間に特に大切にしたいこと

・楽しみながら学校生活に慣れるような活動を行う。
・保育所の朝の活動に関連づけて、うきうきタイムを設定する。



（２）ワーキンググループでの取組
《構成員》

ひのっこ保育所主任保育士
ひのっこ保育所５歳児担任
日野学園副校長
日野学園第１学年担任

《事務局》
日野町教育委員会事務局担当指導主事



《ワーキンググループの経緯》
開発会議の検討内容等を受け、実際のプログラム作成を行う。

年・月 内容

令和６年７月
令和６年度第１回ワーキンググループ
・ワーキンググループの活動内容

令和６年９月
令和６年度第２回ワーキンググループ
・カリキュラムデザインシート
・架け橋期のカリキュラム（５歳児）

令和７年１月
令和６年度第３回ワーキンググループ
・カリキュラムデザインシート
・架け橋期のカリキュラム（１年生）

令和７年３月
令和６年度第４回ワーキンググループ
・アプローチカリキュラム実施状況

令和７年６月
令和７年度第１回ワーキンググループ
・スタートカリキュラムの実施状況
・架け橋期のカリキュラム（１年生）

令和７年９月
令和７年度第２回ワーキンググループ
・スタートカリキュラム単元等配当表



（３）架け橋期のカリキュラムとスタートカリキュラム
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